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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも以下の成分：
　ａ．１分子当たり少なくとも２つのアルケニル基を有するポリシロキサン化合物である
オルガノポリシロキサン（Ａ）と、
　ｂ．１分子当たり少なくとも２つのＳｉＨ基を含むポリシロキサン化合物であるオルガ
ノハイドロジェンポリシロキサン（Ｂ）と、
　ｃ．前記オルガノポリシロキサン化合物（Ａ）と前記オルガノハイドロジェンポリシロ
キサン化合物（Ｂ）とのヒドロシリル化反応を触媒することができるヒドロシリル化触媒
（Ｃ）と、
　ｄ．少なくとも２つのタイプの繰り返し単位：
　　ｉ．２～１２個の炭素原子を含むアルキル基である単位（ｉ）
　　ｉｉ．２～１２個の炭素原子を含み、かつ少なくとも１つのペンダントアルコール置
換基を有するアルキル基である単位（ｉｉ）、
を含む、有機コポリマー（Ｄ）であって、前記有機コポリマー（Ｄ）はエチレン－ビニル
アルコールコポリマー又はエチレン－ビニルアルコール－ビニルエステルコポリマーであ
る、有機コポリマー（Ｄ）と、
　ｅ．水と、
を含む、水性コーティング組成物であって、
　前記有機コポリマー（Ｄ）は、水中に溶解されており、
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　前記組成物は、ヒドロシリル化による硬化時に、基材上でコーティングを形成すること
ができる、水性コーティング組成物。
【請求項２】
　成分（Ａ）及び（Ｂ）が、１つ以上の水中油型エマルジョン中に含まれる、請求項１に
記載の組成物。
【請求項３】
　前記有機コポリマー（Ｄ）が、エチレン単位を０．１～２０モル％含み、ビニルアルコ
ール単位とビニルエステル単位との総含量が８０～９９．９モル％である、請求項１に記
載の組成物。
【請求項４】
　親水コロイド、多糖類、セルロース誘導体、デンプン、アルギネート、カラギーナン、
ジェランガム、ローカストビーンガム、ペクチン、キサンタン、グアーガム、アラビアガ
ム、ラテックスのうちの少なくとも１つを更に含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　無水マレイン酸、又は無水コハク酸誘導体を更に含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　成分（Ｄ）の前記シロキサン成分（Ａ）及び（Ｂ）に対する重量比が、０．０１～１０
である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記成分（Ｂ）と前記成分（Ｃ）とが、別の部分又はパッケージ中に存在する、請求項
１に記載の組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物を基材に適用し、前記組成物を硬化させる
ことによって形成されたコーティングを有する前記基材を備える耐グリース性物品。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物を使用して基材上にコーティングを形成す
るプロセス。
【請求項１０】
　前記組成物を、８０～１８０℃の温度で硬化させる、請求項９に記載のプロセス。
【請求項１１】
　成分（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）のうちの少なくとも１つを、１つ以上の水中油型エマ
ルジョン中に乳化させ、成分（Ｄ）を、前記水中油型エマルジョンのうちの１つにおいて
又は別の部分として、水中に溶解させ、前記成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、及び（Ｄ）を
、一緒に混合し、硬化させてコーティングを形成させる、請求項１～７のいずれか一項に
記載のコーティング組成物の調製のためのプロセス。
【請求項１２】
　次の特性：耐グリース性、食品剥離、抗接着性剥離、空気障壁、耐水性、ガス、水蒸気
障壁、印刷適性のうちの少なくとも１つを提供するコーティングを、基材上に形成させる
ための請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物の使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性コーティング組成物、耐グリース性物品、及び基材上にコーティングを
形成するプロセスに関する。
【０００２】
　組成物、特に反応性組成物を使用して、硬化させる際に基材上でコーティングを形成し
、基材の様々な特性を改善又は変化させることができる。組成物が適用される基材は、１
つ以上の材料を含有することができる。係る材料は、繊維状、好ましくはセルロース系、
最も好ましくは紙基材、例えばクラフト紙、厚紙、段ボール等であり得る。紙は、艶出し
されていても又は艶出しされていなくてもよく、カレンダー処理されていても又はカレン
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ダー処理されていなくてもよい。リグノセルロース系基材、例えばチップボード、低密度
、中密度、及び高密度の繊維板にも好適である。他の例では、基材は、例えばアクリル系
若しくはポリエチレンテレフタレート系材料を含む、紙系ではなくプラスチック系であり
得、又は積層紙／積層プラスチック又は織物系材料であり得る。
【０００３】
　この材料はまた、天然又は合成の繊維材料、例えばガラス繊維、アセテート繊維、ポリ
エステル繊維、若しくは綿繊維を含有することもできる。便宜上、紙という用語は、殆ど
の用途に関して本明細書中でしばしば使用され、その基材は紙系材料を含有する。それに
もかかわらず、紙という用語は、本発明の基材として使用される他のタイプの材料を、状
況に応じて包含することができる。
【０００４】
　反応性組成物は、水性、溶媒系、又は無溶媒の組成物であり得る。無溶媒組成物は、し
ばしば粘度が高いため、取り扱いが難しい場合があり、特に厚さの薄い堆積を達成するた
めの溶媒系又は水性系と比較して、コーティングプロセスが異なる場合がある。溶媒は、
典型的には有機化合物であり、蒸発させるために加熱及び／又は時間を要する場合があり
、好ましくは、環境上又は健康上の理由から避けられる。従って、水性組成物は、十分に
制御された厚さの薄い堆積を必要とするような用途、及び間接的な食品接触用途のような
食品規制に拘束される用途等のいくつかの用途において望ましい。
【０００５】
　水性組成物が好ましい場合、水性組成物は、水に溶解され得る１つ以上の成分を含有す
ることができる。なぜならばその成分は水に可溶性又は分散性であるためである。この溶
解は周囲温度（２５℃）又はより高い温度で行うことができ、成分の性質に関連したある
特定の濃度まで行うことができる。
【０００６】
　耐グリース特性は、包装又はベーキングのような食品用途を含む非常に広範囲な用途に
おいて異なる坪量の紙又は板紙等の異なる製品及び物品のために求められる場合があるが
、抽出器又はフィルターフードのための複合材フィルターにおいて並びに任意の用途にお
いて、防汚又は抗指紋保護（ａｎｔｉ－ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔ　ｐｒｏｔｅｃｔｉｏｎ
）も求められる。
【０００７】
　紙は、典型的には、木材及び他の植物源由来のセルロースパルプの繊維から得られるか
又は誘導される薄い形態の材料である。紙は、通常は、薄いシート、バッグ、又は他の容
器で利用可能である。紙は、添加剤を含有することができ、及び／又は様々な化学薬品に
対する耐性、過酷な環境、又は印刷適性（ｐｒｉｎｔａｂｉｌｉｔｙ）等の紙の特性を改
善するために処理することができる。
【０００８】
　処理された紙又は特殊なグレードの紙は、食品関連の用途で有用である。パーチメント
紙又はベーカリー剥離紙とも呼ばれるベーキング紙は、典型的には、調理温度に耐えられ
る少なくとも１つの非付着性表面を有する紙で作られる。耐熱性で非付着性の表面は、例
えば、硫酸及び／又はシリコーンコーティングで紙を処理することによって得られる。硫
酸による紙処理は、機械的強度、低透過性、及び耐グリース性を提供する。その紙をシリ
コーン組成物で処理して、改善された冷たい食品又は暖かい食品剥離のために遮水及び抗
接着性能を可能にするシリコーンコーティングを提供することができる。
【０００９】
　耐グリース性紙は、シート、包装紙、及び他の容器に食品を包装したり、又は油性食品
を包んだりすることができる。スライスチーズ、ベーコン、デリ肉、サーモン、クッキー
生地、又は任意の他の食品及びデリカテッセンのようなスライス食品のためのインターリ
ーバー（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｒ）として使用することができる。耐グリース性紙は、オ
イル及び油性食品が紙に浸透して紙を汚すことに抵抗性がある。好ましくは、耐グリース
性紙はまた、食品が周囲温度で紙に付着するのを防止する非粘着性（抗接着特性）及び／
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又は高温での使用後に食品が紙に付着するのを防止する非粘着性（ベーキング剥離特性）
等の剥離特性も有する。耐グリース性紙はまた、餃子のような蒸気調理食品にとって有用
な、又は解凍時における破損、紙包装への穿孔又は任意の損傷を防止する冷凍食品のため
の有用な撥水特性も有する。耐グリース性紙は、いわゆるグラシン等の特別なグレードの
紙で作ることができ、そのセルロース繊維は、非常に低い気孔率を得るように処理され、
紙の中にグリースやオイルが浸透するのを妨げる。その紙は、デンプン、アルギネート、
又はセルロースガムで処理されて細孔を充填し、それによって脂肪生成物が紙に浸透する
のを妨げることができる。係るタイプの紙を製造するには、仕上げ紙のコスト価格を大幅
に増加させる得る製紙プロセスラインへの更なる投資を必要とするカレンダー処理又はス
ーパーカレンダー処理等の適切なプロセスが必要である。
【００１０】
　あるいは、耐グリース性紙は、紙上にオイル及びグリースをはじく層を形成する化合物
で紙を処理することによって得られる。公知の処理は、低い表面エネルギーを有するフィ
ルムを形成することによって非付着特性を提供することができるフッ素化化合物に基づい
ており、そのフィルムは化学薬品に抵抗性があり、それによって処理された紙にオイル、
油、及び水をはじく性質を提供する。しかしながら、環境中に蓄積すると考えられるフッ
素化化合物については環境及び健康上の懸念が生じており、そのトレンドにより、特に食
品包装分野における様々な規制によってそれらの使用が制限又は禁止されている。
【００１１】
　別のアプローチは、ポリビニルアルコールとクロメート－脂肪酸錯体との混合物を用い
て紙を処理することであった。しかしながら、クロム等の重金属の使用はまた、食品包装
関連用途における環境及び健康上の懸念を引き起こす。
【００１２】
　他の処理は、紙にいくらかの疎油性を付与することができるが、効果的であるためには
比較的多量の材料がしばしば必要であり、紙上に厚いコーティングを形成するため、紙の
折り目付け又は折り畳み時に機械的特性及び耐久性に有害であることがあり、費用効果も
良くない。
【００１３】
　耐グリース特性を提供することができ、同時に健康及び環境上の安全性についての要件
を満たす例えば紙の基材に関して別の費用効果の高い処理を提供することが望ましい。基
材処理に使用される組成物は、好ましくはフッ素化化合物を含まないものでなければなら
ない。処理は、好ましくは、紙が食品と接触する用途で使用されるように、食品の接触要
件に適合し、既存の食品接触材料規制を満たさなければならない。その処理は、処理のコ
ストを最小限に抑えるために、領域ごとに堆積される材料の合理的な量に関して有意な利
点を提供し、限られた厚さのフィルム又はコーティングであっても効果的でなければなら
ない。
【００１４】
　従って、本発明は、以下のうちの１つ以上を提供し、
　水性コーティング組成物は少なくとも以下の成分を含む。
　　１分子当たり少なくとも２つのアルケニル基を有するポリシロキサン化合物であるオ
ルガノポリシロキサン（Ａ）と、
　　１分子当たり少なくとも２つのＳｉＨ基を含むポリシロキサン化合物であるオルガノ
ハイドロジェンポリシロキサン（Ｂ）と、
　　オルガノポリシロキサン化合物（Ａ）とオルガノハイドロジェンポリシロキサン化合
物（Ｂ）とのヒドロシリル化反応を触媒することができるヒドロシリル化触媒（Ｃ）と、
　　少なくとも２つの異なるタイプの繰り返し単位：
　　　２～１２個の炭素原子を含むアルキル基である単位（ｉ）
　　　２～１２個の炭素原子を含み、かつ少なくとも１つのペンダントアルコール置換基
を有するアルキル基である単位（ｉｉ）、を含む、有機コポリマー（Ｄ）と、
　　水、及びその組成物は、ヒドロシリル化による硬化時に基材上でコーティングを形成
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することができる。
　　　成分（Ａ）及び（Ｂ）が１つ以上の水中油型エマルジョンに含まれる上記定義の組
成物。
　　　コポリマー（Ｄ）が、水溶性又は水分散性である上記定義の組成物。
　　　単位（ｉ）が、エチレン単位を含む上記定義の組成物。
　　　単位（ｉｉ）が、ビニルアルコール単位を含む上記定義の組成物。
　　　コポリマー（Ｄ）が、エチレン－ビニルアルコールコポリマー又はエチレン－ビニ
ルアルコール－ビニルエステルコポリマーである上記定義の組成物。
　　　コポリマー（Ｄ）が、エチレン単位を０．１～２５モル％含み、ビニルアルコール
単位とビニルエステル単位との総含量が７５～９９．９モル％である上記定義の組成物。
　　　以下の：
　親水コロイド、多糖類、セルロース誘導体、デンプン、アルギネート、カラギーナン、
ジェランガム、ローカストビーンガム、ペクチン、キサンタン、グアーガム、アラビアガ
ム、ラテックス、例えばスチレン－ブタジエンラテックス又はスチレン－アクリルラテッ
クスのうちの少なくとも１つを更に含有する上記定義の組成物。
　　　無水マレイン酸、及び／又は無水コハク酸のうちの少なくとも１つの誘導体、例え
ばドデシル、２－メチル－２－プロペニル、ドデセニル、オクチル、又はオクテニル無水
コハク酸を更に含有する上記定義の組成物。係る添加剤は、コーティングの空気透過性及
びガス障壁特性、結果としてグリース障壁特性を更に改善することができる。
　　　成分（Ａ）のアルケニル基が、ビニル基である上記定義の組成物。
　　　成分（Ａ）及び（Ｂ）のＨ／ビニル比の範囲が、１～３である上記定義の組成物。
　　　成分（Ｄ）のシロキサン成分（Ａ）及び（Ｂ）に対する重量比が、０．０１～１０
である上記定義の組成物。
　　　成分が、別の部分又はパッケージ中に存在する上記定義の組成物。
　　　上記定義の組成物を硬化させることによって形成されたコーティングを有する基材
を含む耐グリース性物品。
　　　基材が、紙、アクリル材料、又はポリエチレンテレフタレート、又は紙／プラスチ
ック積層材料で作られる上記定義の耐グリース性物品。
　　　その物品が、シート、バッグ、又は容器の形態である、上記定義の耐グリース性物
品。
　　　その物品が、食品包装のために使用される上記定義の耐グリース性物品。
　　　コーティングが、最大４ｇ／ｍ２、好ましくは最大２ｇ／ｍ２のシリコーン重量を
有する上記定義の耐グリース性物品。
　　　上記定義の組成物を使用して基材上にコーティングを形成するプロセス。
　　　組成物を、８０℃～１８０℃、好ましくは９０℃～１４０℃、より好ましくは１０
０℃～１２０℃の温度で硬化させる上記定義のプロセス。
　　　成分（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）のうちの少なくとも１つを、１つ以上の水中油型
エマルジョン（複数可）中に乳化させ、成分（Ｄ）を、エマルジョンのうちの１つにおい
て又は別の部分のいずれかにおいて水中に溶解され、全ての成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）
、及び（Ｄ）は次のステップで一緒に混合される上記定義のコーティング組成物の調製プ
ロセス。
　　　コーティングが、次の特性：耐グリース性、食品剥離、抗接着性剥離、空気障壁（
ａｉｒ　ｂａｒｒｉｅｒ）、耐水性、ガス又は水蒸気障壁（ｗａｔｅｒ　ｖａｐｏｕｒ　
ｂａｒｒｉｅｒ）、印刷適性のうちの少なくとも１つを提供する、基材上にコーティング
を形成させるための上記定義の組成物の使用。
【００１５】
　上記定義の組成物は、基材上で硬化後に、耐グリース性、使用時の効率的なコスト、及
び現在の食品接触材料規制下での承認等のいくつかの所望の特性を満たすコーティングを
提供できることが判明した。
【００１６】
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　更に、その組成物は、印刷適性を有するコーティングを形成することができ、それは、
特に包装領域での使用にとってしばしば望ましい特性である。
【００１７】
　アルケニル基を含有するオルガノポリシロキサン（Ａ）は、好ましくは１分子当たり少
なくとも２つのケイ素結合アルケニル官能基を有する。アルケニル基は、好ましくは、ヘ
キセニル、ビニル、アリル、又はペンテニルによって例示される最大６個の炭素原子を有
する直鎖であってもよく、又はシクロヘキセニル等のシクロアルケニルであってもよい。
ビニル基は、特に食品関連用途にとって、コスト及び規制上の理由から好ましい場合があ
る。
【００１８】
　アルケニル基を含有するオルガノポリシロキサンは、一般に、末端アルケニル基及び／
又はペンダントアルケニル基を含有することができる。アルケニル基を含有するオルガノ
ポリシロキサンは、例えば、一般式
　ＹＸ２ＳｉＯ（Ｘ２ＳｉＯ）ｘ（ＸＹＳｉＯ）ｙＳｉＸ２Ｙ
　（式中、各Ｘは独立して、フェニル基、又は１～１０個の炭素原子を有するアルキル若
しくはシクロアルキル基、例えばメチル、エチル、プロピル、ブチル、又はシクロヘキシ
ルを示し、各Ｙは、アルケニル基を表し、ｘ及びｙは、オルガノポリシロキサンが、その
２５℃における粘度が５～５０００ｍｍ２／ｓ、より好ましくは５０～５００ｍｍ２／ｓ
の範囲であるものである）を有する直鎖状オルガノポリシロキサンであり得る。
【００１９】
　係るオルガノポリシロキサンは、アルケニル末端ポリジオルガノシロキサンである。ア
ルケニル基を含有するオルガノポリシロキサンは、例えば、ビニル末端ポリジオルガノシ
ロキサン、例えばジメチルビニルシロキシ末端ポリジオルガノシロキサン、又はヘキセニ
ル末端ポリジオルガノシロキサン、例えばジメチル（５－ヘキセニル）シロキシ末端ポリ
ジオルガノシロキサンであり得る。好ましくは、アルケニル基（Ａ）を含有するオルガノ
ポリシロキサンの全てのＸ置換基の少なくとも５０％は、メチル基であり、最も好ましく
は全てがメチル基である。少量（好ましくは存在する全ての置換基の１０％未満）の他の
置換基、例えばヒドロキシル基が存在することは可能であるが好ましくない。
【００２０】
　アルケニル基を含有するオルガノポリシロキサンは、式（ＳｉＯ４／２）で表される１
以上のＱ単位、式Ｒｂ

２ＳｉＯ２／２で表される１５～９９５のＤ単位、及び式ＲａＲｂ

２ＳｉＯ１／２で表されるＭ単位を含む分岐状シロキサンであり得、当該式中、Ｒａ及び
Ｒｂ置換基は、１～６個の炭素原子を有するアルキル基及び２～６個の炭素原子を有する
アルケニル基から選択される。好ましくは、Ｒｂ置換基は、アルキル基であり、最も好ま
しくはメチル基である。係るＱ分岐状シロキサン中の少なくとも２つ、好ましくは少なく
とも３つのＲａ置換基は、ＥＰ－Ａ－１０７０７３４に記載されているように、アルケニ
ル基である。ビニル基はまた、所望ならば、メチルビニルシロキサン単位として存在する
こともできる。係るシロキサンは、例えば、少なくとも３つのビニルジメチルシリル末端
シロキサン分岐鎖を有するポリ（ジメチルシロキサン－シリケート）コポリマーであって
もよい。分岐状シロキサンはまた、末端トリメチルシリル（ＳｉＭｅ３）及び／又は末端
ヒドロキシジメチルシリル（ＳｉＭｅ２ＯＨ）基等の他の末端基を組み込むことができる
。Ｑ分岐状シロキサンは、他の追加の分岐基を含むことができ、例えば、ＴＶｉ単位を組
み込むこともできる。分岐状シロキサンは、類似の粘度を有する直鎖状ポリマーよりも速
く硬化できるという利点を有する。
【００２１】
　オルガノポリシロキサン（Ａ）は、水性組成物において、水性組成物の総重量に基づい
て１～６０重量％、あるいは１～５５重量％、あるいは５～５０重量％の量で存在する。
【００２２】
　Ｓｉ－Ｈ基を含有するオルガノハイドロジェンポリシロキサン（Ｂ）架橋剤は、一般に
、少なくとも２つ又は３つのＳｉ－Ｈ基を含有し、一般式：
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　Ｒｔ
３ＳｉＯ１／２（（ＣＨ３）２ＳｉＯ２／２）ｄ（Ｒｔ

２ＳｉＯ２／２）ｅ）Ｓｉ
Ｏ１／２Ｒｔ

３

　（式中、各Ｒｔは、１～４個の炭素原子を有するアルキル基又は水素であってもよく、
ｄ及びｅは０であるか、又はｄ＋ｅは８～４００である任意の数である）を有することが
できる。好ましくは、Ｓｉ－Ｈ基を含有するオルガノポリシロキサン架橋剤は、少なくと
も２つ又は３つのメチルハイドロジェンシロキサン単位を含む。架橋剤は、例えば、トリ
メチルシリル末端単位を有するポリ（メチルハイドロジェンシロキサン）又はトリメチル
シリル末端単位を有するジメチルシロキサンメチルハイドロジェンシロキサンコポリマー
であり得る。あるいは、架橋剤は、連結環状ポリオルガノシロキサン構造中にＳｉ－Ｈ基
を含有することができる。係る連結環状ポリオルガノシロキサンは、少なくとも２つのＳ
ｉ－Ｈ基を含有する環状ポリシロキサンを、脂肪族不飽和を有するか又はヒドロキシ基を
含有する化合物と、例えば、米国特許第７，３７８，４８２号に記載されている、脂肪族
不飽和を有するか又はヒドロキシ基を含有するシラン又はポリオルガノシロキサンと、を
反応させることによって、製造することができる。
【００２３】
　あるいは、Ｓｉ－Ｈ基を含有する架橋剤は、一般式ＳｉＯ４／２及びＲｑ

３ＳｉＯ１／

２（式中、ＭＱ樹脂分子中の少なくとも３つのＲｑ置換基は、水素原子であり、残りはア
ルキル基である）の単位からなるＭＱ樹脂であってもよく、又はジオルガノシロキサンの
サブ鎖及びそれに結合したオルガノハイドロジェンシロキサン単位を有する１つ以上のＴ
若しくはＱ単位を含有するポリジオルガノシロキサン鎖を含むレーキ型若しくはくし型ポ
リマーであってもよい。
【００２４】
　Ｓｉ－Ｈ基を含有する架橋剤は、２５℃で５～１０００ｍｍ２／ｓ、より好ましくは２
０～３５０ｍｍ２／ｓ、最も好ましくは５０～３００ｍｍ２／ｓの粘度を有することが好
ましい。架橋剤は、好ましくは、コーティング組成物中のＨ基の総数対当該組成物中のア
ルケニル基のモル比が０．９：１～８：１、より好ましくは１．１：１～４：１、最も好
ましくは１．５：１～３：１である量で存在する。Ｓｉ－Ｈ基を含有する架橋剤は、典型
的には、アルケニル基を含有するオルガノポリシロキサンに基づいて０．５～３０重量％
の量で存在する。
【００２５】
　オルガノポリシロキサン（Ｂ）（架橋剤）は、水性組成物の総重量に基づいて０．０１
～１５重量％、あるいは０．１～１０重量％の量で水性組成物中に存在する。
【００２６】
　ヒドロシリル化触媒は、好ましくは、白金、ルテニウム、ロジウム、パラジウム、オス
ミウム、又はインジウム等の第ＶＩＩＩ族金属である白金族金属を含む。好適なヒドロシ
リル化触媒としては、これらの白金族金属の錯体又は化合物、特に、六水和物形態又は無
水形態のいずれかにおいてクロロ白金酸を含む白金化合物又は錯体が挙げられ、及び／又
は、クロロ白金酸と、脂肪族不飽和有機ケイ素化合物、例えばジビニルテトラメチルジシ
ロキサンとを反応させることを含む方法によって得られる白金含有触媒、白金アセチルア
セトネート、ハロゲン化白金と、不飽和化合物、例えばエチレン、プロピレン、オルガノ
ビニルシロキサン、及びスチレンとの錯体、ヘキサメチルジ白金、アルケン－白金－シリ
ル錯体、例えば（ＣＯＤ）Ｐｔ（ＳｉＭｅＣｌ２）２（式中、ＣＯＤは１，５－シクロオ
クタジエンであり、Ｍｅはメチルである）、ＰｔＣｌ２．ＰｔＣｌ３、及びＰｔ（ＣＮ）

３が挙げられる。あるいは、触媒はロジウム錯体、例えばＲｈＣｌ３（Ｂｕ２Ｓ）３であ
ってもよい。触媒は、典型的には、コーティング組成物中のオルガノポリシロキサンの重
量に基づいて、白金（又は他の第ＶＩＩＩ族金属）４０～２５０重量ｐｐｍで使用される
。
【００２７】
　ヒドロシリル化触媒（Ｃ）は、水性組成物の総重量に基づいて０．０００１～０．０２
重量％の量で水性組成物中に存在する。
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【００２８】
　アルケニル基を含有するオルガノポリシロキサン、オルガノハイドロジェンポリシロキ
サン、及びヒドロシリル化触媒を含む硬化性オルガノポリシロキサン組成物は、シリコー
ン剥離コーティングにおいて知られているように、硬化阻害剤を含有していてもよい。好
適な阻害剤の例としては、アセチレン化合物、例えばジメチルヘキシノール（３，５－ジ
メチル－１－ヘキシン－３－オール）、メチルブチノール、又はエチニルシクロヘキサノ
ール、及びマレアート、例えばビス（メトキシメチルエチル）マレアート、又はジアリル
マレアートが挙げられる。使用する場合、阻害剤は、例えば、オルガノポリシロキサン組
成物の０．０１～３重量％で使用することができる。
【００２９】
　有機コポリマー（Ｄ）は少なくとも２つの異なるタイプの繰り返し単位を含む。単位（
ｉ）は２～１２個の炭素原子を含むアルキル基であり、単位（ｉｉ）は２～１２個の炭素
原子を含みかつ少なくとも１つのペンダントアルコール置換基を有するアルキル基である
。
【００３０】
　アルキル単位（ｉ）は、好ましくは主に２個の炭素原子から構成され得る。係るアルキ
ル単位は、典型的にはポリマーの製造後にもはや不飽和は存在しないが、エチレンモノマ
ーから形成されることから、典型的にはエチレン単位と呼ばれる。アルコール含有単位（
ｉｉ）は、典型的には、炭素原子２個を含有するアルキル単位であり、それらのうちの１
個はアルコール（ヒドロキシ又はヒドロキシルとも呼ばれる）基を有する。係る単位は、
典型的にはポリマーの製造後にもはや不飽和は存在しないが、典型的にはビニルアルコー
ル単位と呼ばれる。
【００３１】
　コポリマー（Ｄ）は、他のタイプの単位を含むことができ、例えば、エステル、典型的
にはアセテート等の少なくとも１つのペンダント置換基を有するアルキル基である単位（
ｉｉｉ）を含むことができる。係る単位はしばしばビニルエステル単位と呼ばれる。
【００３２】
　コポリマー（Ｄ）中のエチレン単位の含量は、好ましくは０．１～２０モル％、より好
ましくは１～１５モル％、更により好ましくは２～１３モル％、特に好ましくは３～１０
モル％である。エチレン単位の含量が高すぎると、水中でのコポリマーの溶解性が低下す
る。
【００３３】
　コポリマー（Ｄ）中のビニルアルコール単位とビニルエステル単位との総含量は好まし
くは８０～９９．１モル％である。ビニルアルコール単位の含量は、好ましくは８５～９
９モル％、より好ましくは８７～９８モル％、特に好ましくは９０～９７モル％である。
ビニルアルコール単位の含量が８５モル％未満である場合、コポリマーの水中での溶解性
が低下する。ビニルエステル単位の含量は、好ましくは０．１～１５モル％、より好まし
くは０．１～１０モル％である。
【００３４】
　有機コポリマー（Ｄ）は、水性組成物の総重量に基づいて０．５～１４重量％、あるい
は１～１４重量％、あるいは１～１２重量％の量で水性組成物中に存在する。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、組成物は、親水コロイド、多糖類、セルロース誘導体、デン
プン、アルギネート、カラギーナン、ジェランガム、ローカストビーンガム、ペクチン、
キサンタン、グアーガム、アラビアガムのうちの少なくとも１つを更に含有する。係る成
分は、典型的には、規制によって食品間接接触用途（間接とは、材料が食品と接触してい
るが食品内ではないという文脈における意味である）に関して認可を受けている。係る成
分は、基材の透過性を低下させ、印刷適性を改善する等のコーティングされた基材の最終
特性の改善に寄与することができる。それらはまた、有機コポリマー（Ｄ）とのブレンド
において水性組成物の粘度を有利に改変することにも寄与し得る。
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【００３６】
　いくつかの実施形態では、組成物は、硬化したコーティングのガス障壁特性を改善する
成分、例えば上記した無水コハク酸誘導体又は別の追加の成分を更に含有する。
【００３７】
　エマルジョンは、成分（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）（アルケニル基を含有するオルガノ
ポリシロキサン及び／又はオルガノハイドロジェンポリシロキサン及び／又はヒドロシリ
ル化触媒）、水、及び適切な界面活性剤を、例えば、ローター及びステータータイプのミ
キサーにおいて、又は増加した剪断力を適用する装置において、例えばホモジナイザー若
しくはマイクロ流動化装置、若しくはソノレーター（超音波ミキサー）において、高剪断
力に付すことによって、形成することができる。
【００３８】
　均質化装置における硬化性オルガノポリシロキサン組成物の早期反応を回避するために
、オルガノポリシロキサン組成物の全ての成分を一緒に乳化しないことが好ましい場合が
ある。例えば、オルガノポリシロキサン（Ａ）の大部分を架橋剤（Ｂ）の非存在下で乳化
させることができ、続いて架橋剤（Ｂ）をコーティング組成物に添加する。いくつかの硬
化化学では、組成物中のオルガノポリシロキサン（Ａ）及び（Ｂ）を、触媒の非存在下で
乳化させることができ、続いて触媒をコーティング組成物に添加する。
【００３９】
　有機コポリマー（Ｄ）は、典型的には、周囲温度又は最大９９℃の高温で水溶性又は水
分散性の固体である。有機コポリマー（Ｄ）は、硬化性オルガノポリシロキサン組成物を
基材上に適用する前に、水で希釈した固体としてオルガノポリシロキサン組成物に添加す
ることができる。他の実施形態では、有機コポリマー（Ｄ）は、エマルジョン部分のうち
の１つに添加する。例えば、それは、オルガノポリシロキサン（Ａ）を含有するエマルジ
ョン及び／又はオルガノポリシロキサン（Ｂ）を含有するエマルジョン及び／又はヒドロ
シリル化触媒（Ｃ）を含有するエマルジョンに添加することができる。
【００４０】
　コーティング組成物を輸送する必要がある場合、又は後の使用のために貯蔵する必要が
ある場合、組成物は、個別のパッケージで、例えば、オルガノポリシロキサン（Ａ）の大
部分は架橋剤（Ｂ）とは別に貯蔵するか、又はオルガノポリシロキサン（Ａ）及び架橋剤
（Ｂ）を触媒（Ｃ）とは別に貯蔵する、ことが好ましい場合がある。これらのパッケージ
の一方又は両方は、有機コポリマー（Ｄ）を都合良く含むことができる。
【００４１】
　例えば、反応性有機ケイ素材料が、アルケニル基を含有するオルガノポリシロキサンと
、Ｓｉ－Ｈ基を含有するオルガノポリシロキサンと、ヒドロシリル化触媒と、を含む硬化
性オルガノポリシロキサン組成物である場合、アルケニル基を含有するオルガノポリシロ
キサンは、Ｓｉ－Ｈ基を含有するオルガノポリシロキサンと一緒に又はヒドロシリル化触
媒と一緒に、安定的に貯蔵することができる。Ｓｉ－Ｈ基を含有するオルガノポリシロキ
サン及びヒドロシリル化触媒は、一緒に貯蔵するとあまり安定ではない。Ｓｉ－Ｈ基を含
有するオルガノポリシロキサンを含む組成物（Ｉ）及びヒドロシリル化触媒を含む組成物
（ＩＩ）は別々に均質化させてエマルジョンを形成する。アルケニル基を含有するオルガ
ノポリシロキサンは、これらの組成物のいずれかと混合することができ、好ましくは、組
成物（Ｉ）及び（ＩＩ）の両方は、アルケニル基を含有するオルガノポリシロキサンを含
む。このようにして形成されたエマルジョンは、必要に応じて別々に包装することができ
、コーター（ｃｏａｔｅｒ）によってコーティング組成物をまさに使用しようとするとき
、互いに及び任意選択的に有機コポリマー（Ｄ）溶液と混合することができる。あるいは
、貯蔵前に、一方又は両方の組成物を有機コポリマー（Ｄ）溶液と混合することができる
。
【００４２】
　存在するとき、添加剤とコポリマー（Ｄ）とのブレンド又は反応生成物が得られるよう
に、任意の追加成分を有機コポリマー（Ｄ）と予備混合することができる。
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【００４３】
　最終調製時、水性組成物は、硬化前に、少なくとも、
　　１～６０重量％のオルガノポリシロキサン（Ａ）、
　　０．０１～１５重量％のオルガノハイドロジェンポリシロキサン（Ｂ）、
　　０．０００１～０．０１重量％のヒドロシリル化触媒（Ｃ）、
　　０．５～１４重量％の有機コポリマー（Ｄ）、
　及び
　　全組成物の合計を１００％にする水を含む。
【００４４】
　組成物はまた、水性組成物の０．０１～３重量％の量で阻害剤を含有することもできる
。
【００４５】
　次いで、上記の水性組成物を基材に適用し、硬化させる。基材上における水性組成物の
適用及び硬化は、カレンダー処理、コーティング等の紙コーティングの分野において公知
の方法によって行われる。
【００４６】
　上記定義の有機コポリマー（Ｄ）を含有する硬化性水性オルガノポリシロキサン組成物
により、硬化後に、同時に、食品認可、耐グリース性、耐水性、空気不透過性、ベーキン
グ剥離抵抗性（ｂａｋｉｎｇ　ｒｅｌｅａｓｅ　ｒｅｓｉｓｔａｎｔ）であり得るコーテ
ィングを獲得することができる。
【００４７】
　本発明による組成物で得られる良好な耐グリース特性は、有機コポリマー（Ｄ）単独よ
りも更に有意に高いことから驚くべきことであるが、オルガノポリシロキサン組成物単独
では有意な耐グリース性を提供できないことが知られている。従って、ＮＦＡ及びＫＩＴ
試験の結果によって本明細書で後に実証されるように、オルガノポリシロキサン成分と有
機コポリマー（Ｄ）との間に相乗効果があると思われる。
【００４８】
　典型的には、硬化後のコーティングは、１平方メートル当たりケイ素最大４ｇのケイ素
重量（以下で説明するように測定される）を有する。Ｘｇ／ｍ２のケイ素コート重量は、
通常は、約Ｘミクロンのコーティング厚さと関連がある。
【００４９】
　本発明は、以下の実施例によって例示され、実施例では、部及びパーセントは、別途記
載のない限り、重量を基準としている。
【００５０】
　試験の説明：
　ケイ素コート重量測定：
　標準によるケイ素元素の較正後、Ｏｘｆｏｒｄ　ｌａｂ－ｘ３５００　ＸＲＦ　Ａｎａ
ｌｙｚｅｒを使用してＸ線蛍光によりケイ素コート重量を測定した。ブランクの基材のＸ
ＲＦ測定を、コーティングされた紙試料の３回の測定前に実施し、ｇ／ｍ２で表される平
均ケイ素コート重量又は厚さを得た。
【００５１】
　耐水性又はコッブ６０試験：
　紙基材の耐水性は、例えばＴＡＰＰＩ　４４１　ｏｍ－０４試験法に記載されているコ
ッブ試験として知られている従来の吸収試験によって試験した。試料を４５秒間水に曝露
し、合計６０秒後に吸収された水の量を重量で測定した。「コッブ値」はｇ／ｍ２で表さ
れる吸収された水の質量を表す。コッブ値が低いほど、基材の耐水性は高い。２０ｇ／ｍ
２未満、あるいは１５ｇ／ｍ２未満のコッブ６０が望ましい。
【００５２】
　耐グリース性：
　Ａ）ＫＩＴ試験：
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　紙基材に関する耐グリース性試験は、ＴＡＰＰＩ　５５９ｃｍ－１２手順：‘Ｇｒｅａ
ｓｅ　Ｒｅｓｉｓｔａｎｃｅ　Ｔｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｐａｐｅｒ　ａｎｄ　Ｐａｐｅｒｂｏ
ａｒｄ’に記載されている３Ｍキット試験に従って評価した。ヒマシ油、ｎ－ヘプタン、
及びトルエンを様々な比率で混合して作られた新鮮なキット溶液（最小から最大にアグレ
ッシブであるキット番号１～１２）を基材と接触させた。清浄なティッシュで拭き取った
後、すぐにその領域を調べた。不合格は、その領域の黒化又は染色によって示された。そ
の手順を、よりアグレッシブでない溶液を使用して、「合格」と見なされる染色が観察さ
れなくなるまで繰り返した。紙の撥油性は、滴が紙に浸透しなかった最大のキット番号に
よって記録した。キット番号が大きいほど撥油性が良好である。２ｇ／ｍ２未満のＳｉコ
ート重量で測定された４以上のキット番号、あるいは１ｇ／ｍ２未満のＳｉコート重量で
６以上のキット番号、あるいは８以上のキット番号が望ましい。
【００５３】
　Ｂ）ＮＦＡ試験：
　紙基材に関するより厳しい耐グリース性試験法は、Ｓｏｌｖａｙ　Ｓｏｌｅｘｉｓ　Ｓ
．Ｐ．Ａ、例えばＥＰ　１６９０８８２に記載されており、Ｎｅｗ　Ｆａｔｔｙ　Ａｃｉ
ｄ又はＮＦＡ試験として知られていた。様々な量のヒマシ油、オレイン酸、及びオクタン
酸を用いて試験溶液のセットを調製した。各試験溶液を、１から１１までランク付けした
。溶液のアグレッシブ性はレーティング番号と共に増加する。溶液を６０℃に加熱し、そ
れぞれの滴を紙試料上に定置した。試験紙を６０℃のオーブン中に５分間定置した。紙を
調べる前に滴を拭き取り、試験紙の黒化又は変色により不合格であることが示された。そ
の紙は、不合格とならずに、適用され得る溶液の最も高い番号のスコアを与えた。ＮＦＡ
番号が高いほど、紙基材の耐グリース性が良好である。
【００５４】
　ベーカリー剥離試験：
　ベーカリー剥離又はベーキング試験では、オーブンでベーキングし、そして剥離した後
に、基材上に残された食品の量を測定した。コーティングされた紙試料を型の中に折り重
ね、重量を測定した。４個の卵、８０ｇの砂糖、８０ｇ及び８５ｇのジャガイモ及び小麦
粉それぞれを含有するケーキ、並びに５．５ｇのベーキングパウダーを、ユニバーサルキ
ッチン機で室温で加工し、オーブンでベーキングする前に型に定置した。オーブンにおけ
るベーキング時間は、２２５℃の温度で８分である。完成した焼き製品を冷却した。次い
で、試験するコーティングされた紙を、焼き製品から取り出し、まだ紙に付着している焼
き製品の量を秤量し、ｇ／ｍ２で換算した。ベーカリー剥離値は低いほど良好である。８
０ｇ／ｍ２未満、あるいは６０ｇ／ｍ２未満のベーカリー剥離が望ましい。
【００５５】
　別の剥離試験：
　コーティングされた紙上に適用され、続いて剥離される幅２０ｍｍ及び長さ１８０ｍｍ
の接着テープを用いて、別の識別可能な剥離試験を使用した。コーティングされた紙から
接着テープを引き離すのに必要な剥離力をＬｌｏｙｄ　ＬＲＸ　Ｐｌｕｓ引張試験機で測
定した。この試験では、上記のベーカリー剥離試験と比較して、半自動化されたため、係
る時間が低減され、十分なオペレータの技術も必要としなかった。測定を３回以上行って
平均値を計算し、ｃＮ／インチで表した。剥離値が低いほど剥離コーティングは良好であ
る。ベーカリー剥離試験によっても確認された最良のコーティングされた紙の性能に相当
する６０ｃＮ／インチ未満、あるいは４０ｃＮ／インチ未満のテープ剥離が所望された。
【００５６】
　定着試験又は耐摩耗性試験：
　定着試験は、摩耗試験後の基材上に定着しているシリコーン剥離コーティングの摩擦落
ち耐性の定量を提供した。コーティングされた基材のケイ素含量は、摩耗試験機による摩
擦落とし前後にＸＲＦによって測定し、最初にコーティングされた１００％と比較して、
摩擦落とし後に残ったＳｉの％として表した。摩擦落とし後に残ったＳｉ％が高いほど、
定着又は耐摩耗性は高い。
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【００５７】
　空気透過性試験又はガーレー試験：
　異なる紙基材の空気透過性又は空気抵抗を、Ｌ＆Ｗ空気透過係数試験機を用いて、試料
を通る空気流及び２つの側面にわたる圧力差を感知することによって測定した。試験機は
広い測定範囲を有しており、従って、高い又は低い透過係数を有する紙のグレードを測定
することができた。「空気の通過に対する紙の抵抗（高圧ガーレー法）」のためのＳＣＡ
Ｎ－Ｐ　２６：７８又はＴＡＰＰＩ　５３６　ｏｍ－１２等の標準試験法を適用した。約
３ｋＰａの圧力差を用いて紙の円形領域等の試験サンプルを通過する所定体積の空気に関
して、ガーレー秒又はガーレー単位で表される時間として、空気透過係数（透過率）を測
定した。ガーレーの空気透過時間が長くなればなるほど、紙サンプルの空気透過率は低く
なり、空気に対する、より一般にはガスに対する障壁はより良好である。高い空気障壁は
、一般に、高いグリース障壁を示すものと考えられる。
【００５８】
　印刷適性試験：
　紙基材の印刷適性は、試料を無アルコール耐水性マーカーペンでマークするか、又は例
えばＡｅｏｏｎによって供給されるＤＴＧプリンター（「Ｄｉｒｅｃｔ　Ｔｏ　Ｇａｒｍ
ｅｎｔ」）を使用して黒色及び赤色で標準画像を印刷することによって評価した。インク
転写、乾燥、不鮮明又は汚れのない耐久性、印刷均一性、強度及びコントラスト、詳細の
鮮明度、線及び境界線等の品質印刷性能を目視で評価した。結果は以下のように評価した
：
　優良：速乾性、不鮮明無し、均一性、印刷された部分と印刷されていない部分間に明確
な境界。
　良好：より長い時間を要する乾燥、いくらかの不鮮明、わずかに不均一性、印刷された
部分と印刷されていない部分間にわずかにぼやけた境界。
　不良：乾燥に長時間を要する、不鮮明又は汚れ、かなりの不均一性、ぼやけた印刷、印
刷領域の鮮明度が悪い。
【００５９】
　実施例の説明：
　ＥＶＯＨ溶液の調製（有機コポリマー（Ｄ）の例）：
　水にＥＶＯＨを分散させることによってエチレン－ビニルアルコールコポリマーＥＶＯ
Ｈ溶液を調製した。その溶液を、完全に溶解するまで撹拌しながら９５℃まで加熱し、次
いで冷却した。アルコールを添加して、必要に応じて速やかに溶解を促進させることがで
きた。１０～５０重量％のＥＶＯＨ溶液を調製し、貯蔵条件下で安定であった。あるいは
、ＥＶＯＨ溶液を、オクテニルコハク酸無水物ＯＳＡと予備反応させるか又は単に混合し
て１０重量％のＥＶＯＨ／ＯＳＡ溶液を形成させた。エチレン－ビニルアルコールコポリ
マーＥＶＯＨの例は、食品ラッピング及び／又は食品ベーキングを目標とした紙用途では
Ｋｕｒａｒａｙ　Ｅｘｃｅｖａｌ　ＲＳ－１１１３、ＲＳ－１７１３、ＲＳ－１７１７、
ＲＳ－２１１７、ＲＳ－２８１７、ＲＳ－４１０１、ＨＲ－３０１０、又はＡＱ－４１０
４であった。
【００６０】
　シリコーンエマルジョンコーティング浴の調製：
　ビニル官能性ポリジメチルシロキサン、ポリ（メチルハイドロジェンシロキサン）、界
面活性剤、及び水を含有する硬化性オルガノポリシロキサンエマルジョン（Ｉ）を、ビニ
ル官能性ポリジメチルシロキサン、Ｐｔ系ヒドロシリル化触媒、重合禁止剤、界面活性剤
、及び水を含有する硬化性オルガノポリシロキサンエマルジョン（ＩＩ）と、８０：２０
～９７：３の典型的なＡ：Ｂ比で混合した。エマルジョン（Ｉ）は、例えばＤｏｗ　Ｃｏ
ｒｎｉｎｇ　Ｓｙｌ－Ｏｆｆ　７９２０、７９５０、７９７６、７９７８、７９９０から
選択し、エマルジョン（ＩＩ）は、例えばＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｓｙｌ－Ｏｆｆ　７
９２２、７９２３、７９２４、７９７５から選択した。Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｓｙｌ
－Ｏｆｆ　ＥＭ　７９８９等の消泡剤も添加した。そのエマルジョンブレンドを水で更に
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希釈して、シリコーン含量が３～５０重量％、より多くの場合１０～２０重量％にした。
【００６１】
　紙コーティングプロセス条件：
　コーティングエマルジョンを、ＲＫ　Ｐｒｉｎｔ－Ｃｏａｔ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　
Ｌｔｄ．からの“Ｔｈｅ　Ｒｏｔａｒｙ　Ｋｏａｔｅｒ”と呼ばれるベンチトップ回転印
刷及びコーティング機で適用した。この装置は、様々なコーティングヘッド及びコーティ
ングロールタイプを用いて、幅３０ｃｍで最大１２０ｇ／ｍ２の紙ロールをコーティング
することができた。以下に記載する実施例ではプレーンなロールが好ましく、紙の速度は
７ｍ／分に設定して０．０５～５．０ｇ／ｍ２のシリコーンコート重量を得た。そのコー
ティングを、硬化させ、１２０～１８０℃のオーブンでインラインで乾燥させた。コーテ
ィングされた紙をシート状に切断し、試験の大きなセット：ケイ素コート重量、耐水性又
はコッブ、耐グリース性又はＫＩＴ若しくはＮＦＡ、ベーカリー剥離、定着又は耐摩耗性
、空気透過性又はガス障壁、印刷適性について試験した。
【００６２】
　比較例Ｃ１～Ｃ３
　比較例Ｃ１は、ベーカリーペーパー用途等の食品包装の製造における基材として使用さ
れる表面未処理の標準紙であった。
【００６３】
　比較例Ｃ２は、Ｋｒｐａ　Ｐａｐｅｒから市販のフルオロアルキル処理された紙であっ
た。
【００６４】
　比較例Ｃ３は、Ｑｕｉｌｏｎ（登録商標）タイプの市販のクロメート処理された紙であ
った。
【００６５】
　比較例Ｃ４～Ｃ７
　エマルジョン（Ｉ）１４ｇ～５７ｇ、エマルジョン（ＩＩ）０．７５ｇ～３ｇ、消泡エ
マルジョン０．１ｇを混合し、水道水で仕上げることによって、シリコーンコーティング
浴２００ｇを調製した。そのコーティング浴を低速のインペラで５分間混合した。コーテ
ィング工程前に更に１５分間静置させた。そのコーティングを、上述したプロセス条件に
従って、Ｃ１と呼ばれる未コーティング紙に適用し、硬化させ、乾燥させた。
【００６６】
　比較例Ｃ８～Ｃ１１
　１０～１５％のＥＶＯＨ溶液４０ｇ～１２０ｇを混合し、水道水で希釈し、低速のイン
ペラを用いて５分間混合することによって、ＥＶＯＨコーティング浴２００ｇを調製した
。コーティング工程前に更に１５分間静置させた。そのコーティングを、上記プロセス条
件に従って、Ｃ１と呼ばれる未コーティング紙に適用し、硬化させ、乾燥させた。
【００６７】
　消泡エマルジョンは、典型的には、コーティング浴中での発泡を避けるために存在させ
ることはできるが、本発明の目的のための必須成分ではない。すなわち、消泡エマルジョ
ンは、本発明によって提供される技術的解決に寄与しない。
【００６８】
　実施例１～１８：シリコーン＋ＥＶＯＨコーティング浴
　シリコーンエマルジョンとＥＶＯＨとの組み合わせから作られるコーティング浴２００
ｇを、１０～１５％のＥＶＯＨ溶液４０ｇ～１２０ｇ、エマルジョン（Ｉ）１４ｇ～５７
ｇ、エマルジョン（ＩＩ）０．７５ｇ～３ｇ、消泡エマルジョン０．１ｇを混合し、水道
水で仕上げることによって、調製した。そのコーティング浴を低速のインペラで５分間混
合した。コーティング工程前に更に１５分間静置させた。そのコーティングを、上記プロ
セス条件に従って、Ｃ１と呼ばれる未コーティング紙に適用し、硬化させ、そして乾燥さ
せた。
【００６９】
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　水性組成物中のシリコーン及びＥＶＯＨのそれぞれの最終重量％を下記表２～６に示す
。
【００７０】
　実施例６、９、及び１４の調製浴の詳細を以下の表Ａに示す。他の実施例は、以下の表
２～６に開示してあるように、様々な組成物におけるシリコーン及びＥＶＯＨの所望の重
量パーセントを占めるのに適する量を用いて同様の方法で調製した。
【００７１】
【表Ａ】

【００７２】
　実施例１９～２２：シリコーン＋ＯＳＡ－ＥＶＯＨコーティング浴
　シリコーンエマルジョンとＥＶＯ／ＯＳＡ添加剤との組み合わせから作られるコーティ
ング浴２００ｇを、１０～１５％のＥＶＯＨ－ＯＳＡ溶液４０ｇ～１２０ｇ、エマルジョ
ン（Ｉ）１４ｇ～５７ｇ、エマルジョン（ＩＩ）０．７５ｇ～３ｇ、消泡エマルジョン０
．１ｇを混合し、水道水で仕上げることによって、調製した。そのコーティング浴を低速
のインペラで５分間混合した。コーティング工程前に更に１５分間静置させた。そのコー
ティングを、上記プロセス条件に従って、Ｃ１と呼ばれる未コーティング紙に適用し、硬
化させ、そして乾燥させた。
【００７３】
　水性組成物中のシリコーン及びＥＶＯＨのそれぞれの最終重量％を下記の表２～６に示
す。
【００７４】
　比較例Ｃ１２、及びＣ１３並びに実施例２３：ＥＶＯＨに対するＰＶＡの比較
　比較例Ｃ１２は、比較例Ｃ５の繰り返しである。
【００７５】
　比較例Ｃ１３：シリコーンエマルジョンとポリビニルアルコール（ＰＶＡ又はＰＶＯＨ
とも呼ばれる）との組み合わせから作られるコーティング浴２００ｇを、１０～１５％の
ＰＶＡ溶液４０ｇ～１２０ｇ、エマルジョン（Ｉ）１４ｇ～５７ｇ、エマルジョン（ＩＩ
）０．７５ｇ～３ｇ、消泡エマルジョン０．１ｇを混合し、水道水で仕上げることによっ
て、調製した。そのコーティング浴を低速のインペラで５分間混合した。コーティング工
程前に更に１５分間静置させた。そのコーティングを、上記プロセス条件に従って、Ｃ１
と呼ばれる未コーティング紙に適用し、硬化させ、乾燥させた。
【００７６】
　実施例２３：シリコーンエマルジョンとＥＶＯＨとの組み合わせから作られるコーティ
ング浴２００ｇを、１０～１５％のＥＶＯＨ溶液４０ｇ～１２０ｇ、エマルジョン（Ｉ）
１４ｇ～５７ｇ、エマルジョン（ＩＩ）０．７５ｇ～３ｇ、消泡エマルジョン０．１ｇを
混合し、水道水で仕上げることによって、調製した。そのコーティング浴を低速のインペ
ラで５分間混合した。コーティング工程前に更に１５分間静置させた。そのコーティング
を、上記プロセス条件に従って、Ｃ１と呼ばれる未コーティング紙に適用し、硬化させ、
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【００７７】
　結果
　表１の比較例Ｃ１～Ｃ７：ブランク紙対フルオロアルキル－又はクロメート－又はシリ
コーン－処理紙
【００７８】
【表１】

【００７９】
　表１に記録した性能データは、ブランクの未コーティング紙（Ｃ１）が、低い耐水性、
グリース障壁無し、及び不良なベーカリー剥離又は耐焼付き性であった、ことを示してい
る。フルオロアルキル－又はクロメート－処理された紙（それぞれＣ２及びＣ３）は、わ
ずかに遮水は改善し、又はわずかに減退し、どちらの場合でも、有意にグリース障壁は改
善し、耐焼付き性は不良のままであった。シリコーンによる紙表面処理によって、耐水性
及び耐焼付き性は改善されたが、グリース障壁は改善されなかった（Ｃ４～Ｃ７）。
【００８０】
　実施例１～１５－表２
　表２に列記したように、異なるエチレンビニルアルコールコポリマー（ＥＶＯＨ）と組
み合わせたＳｉエマルジョンで処理された紙及び様々なコート重量と用量を調製し、評価
した。
【００８１】
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【表２】

【００８２】
　ＥＶＯＨと組み合わせたシリコーン（Ｓｉ）の用量はコーティング前の希釈浴における
重量％で表した。
【００８３】
　表２に記録した性能データは、シリコーンで処理された紙は、改善された耐水性及び耐
焼付き性を有するが、グリース障壁（Ｃ４～Ｃ７）は極めて低いことを示している。ＥＶ
ＯＨで処理された紙では、いくらかグリース障壁が改善されたが、耐水性及び耐焼付き性
が犠牲になった（Ｃ８～Ｃ１１）。最良の妥協は、シリコーンと、ＥＶＯＨで処理された
紙との組み合わせで得られた。そのために、優れたグリース障壁を、シリコーン又はＥＶ
ＯＨのいずれかで処理された紙と比較して測定し、耐焼付き性を平均した。良好な耐水性
は維持された（実施例１～１５）。実施例２又は１１のグリース障壁は、フルオロアルキ
ル－又はクロメートで処理された紙基準（それぞれＣ２及びＣ３）と比較して、更に高く
、ベーカリー剥離は有意に改善し、同じコート重量でシリコーンコーティングされた紙と
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【００８４】
　実施例１、３、５、６、１６～２１：ＥＶＯＨと組み合わせた又はＥＶＯＨとオクテニ
ルコハク酸無水物（ＯＳＡ）と組み合わせたＳｉエマルジョンで処理された紙を調製し、
表３に列記したように耐摩耗性について評価した。
【００８５】
【表３】

【００８６】
　表３に記録した性能データは、０．３未満から２ｇ／ｍ２超までのシリコーンコート重
量、ＥＶＯＨ又はＥＶＯＨ／ＯＳＡと組み合わせたＳｉエマルジョンの添加、コーティン
グの定着、又は耐摩耗性のどれもが、工業的規模のプロセスでしばしば観察されるように
良好な表面被覆率と均質性、及び優れた粉塵形成に対する抵抗性をもたらす基準シリコー
ンコーティング紙（Ｃ６及びＣ７）よりも優れていた、ことを示している。更に、例えば
ＯＳＡ共添加剤を使用すると、更なる遮水の改善と、高い耐グリース性を維持しながらベ
ーキング残留物が１０ｇ／ｍ２未満であるという有意に改善されたベーカリー剥離とが付
与される。
【００８７】
　実施例９、１０、１９、２０、２２：ＥＶＯＨと組み合わせた又はＥＶＯＨとオクテニ
ルコハク酸無水物（ＯＳＡ）と組み合わせたＳｉエマルジョン処理紙を調製し、表４に列
記したように空気透過性について評価した。
【００８８】
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【表４】

【００８９】
　表４に記録した性能データは、未コーティング紙及びシリコーンで処理された紙は、ど
の厚さでも空気透過性は低かった（Ｃ１～Ｃ３及びＣ６～Ｃ７）、ことを示している。紙
のシリコーン及びＥＶＯＨ処理は、ガーレーの大幅な増加をもたらし、それは表面処理さ
れた紙の空気透過性の低下を意味している（実施例９、１０、１９、２０、２２）。性能
の最良の妥協点は、シリコーン、ＥＶＯＨ及びＯＳＡで処理された紙において得られ、そ
こでは、グリース、水、及び耐焼付き性は非常に高く、また空気透過性は非常に低いため
に装置の検出限界を超えた（＞４５，０００ガーレー－実施例２０）。このようにガス障
壁は非常に改善された。
【００９０】
　実施例１、２、５、６－：ＥＶＯＨと組み合わせたＳｉエマルジョンで処理した紙を調
製し、表５に列記したように印刷適性について評価した。
【００９１】

【表５】

【００９２】



(19) JP 6759355 B2 2020.9.23

10

20

30

　表５に記録した性能データは、マーカーペン印刷が、比較例Ｃ１～Ｃ３及びＣ８～Ｃ１
１では期待通りに良好から優良であり、シリコーンコーティング紙Ｃ７では不良であった
、ことを示している。しかしながら、印刷適性は、シリコーンエマルジョンとＥＶＯＨ添
加剤との組み合わせをコーティングすることによって（実施例１、２、５、及び６）、優
良まで有意に改善された。更に、実施例２では、ＤＴＧ印刷は良好であったと同時にグリ
ース障壁も高かった。
【００９３】
　表６に列記したように、ＰＶＡ系組成物（Ｃ１３）及びＥＶＯＨ系組成物（実施例２３
）で処理した紙を比較した。
【００９４】
【表６】

【００９５】
　表６に記録した性能データは、シリコーンでコーティングされた紙（Ｃ１２）が、未コ
ーティング紙（Ｃ１）と比較して、極めて良好な耐水性（低コッブ値）及び剥離（低剥離
力）性能の両方を提供することを示している。反対に、Ｓｉ／ＰＶＡでコーティングされ
た紙は、いくらかのグリース障壁を提供するが不十分であり（Ｃ１３）、ＰＶＡの添加は
、耐水性及び剥離性能の両方にとって有害であり、未コーティング紙を超えるシリコーン
コーティング紙について観察される性能上の利点を消滅させる。Ｓｉ／ＥＶＯＨコーティ
ング紙（実施例２３）は、シリコーンコーティング紙又はシリコーン／ＰＶＡコーティン
グ紙（それぞれＣ１２及びＣ１３）を超える最適な性能上の利点を提供する。グリース障
壁は、キット試験において、非常に高く、最大試験スケール１２である。ＮＦＡ試験によ
るグリース障壁は更に改善され、同時に、耐水性及び剥離性能は優秀を維持し、プレミア
ムグレードのグリース障壁／遮水に関して、また剥離力が小さいことから食品残留が少な
い高品質紙に関して、業界が要求する範囲を維持している。
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